
　
第
８
回
日
本
在
宅
看
護
学
会
学
術
集
会
を
今

年
12
月
８
～
９
日
に
、
静
岡
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
看
護
研
究
を
実
践

に
活
か
そ
う
―
実
践
・
教
育
・
研
究
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。

　
学
会
創
設
か
ら
7
年
間
が
経
過
し
、
実
践
者

の
発
表
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
大
会
に
お
い

て
も
、
研
究
者
・
教
育
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

実
践
者
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
看
護
で
活
き
る
根
拠
の
蓄
積
を

　
在
宅
看
護
も
、
健
康
問
題
に
対
す
る
看
護
で

あ
る
以
上
、
医
学
的
根
拠
に
基
づ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
在
宅
看
護
の
実
践
の
場
は
生

活
空
間
で
あ
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て

き
た
医
学
的
根
拠
は
「
医
療
施
設
内
に
お
い
て

提
供
す
る
も
の
」
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
必
ず
し
も
多
様
性
に
富
む
生
活
空
間
で

活
き
る
も
の
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
在

宅
看
護
の
実
践
に
活
き
る
根
拠
は
、
創
り
上
げ
、

蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

　
今
大
会
の
テ
ー
マ
に
は
、
次
の
思
い
を
込
め

ま
し
た
。
実
践
・
教
育
・
研
究
に
携
わ
る
看
護

職
者
が
、
学
術
集
会
の
場
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
在
宅
看
護
に

関
す
る
事
例
の
蓄
積
や
看
護
・
ケ
ア
現
象
の
記

述
が
進
み
、
根
拠
を
生
み
出
し
、
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
―
―
。
企
画
し
た
基
調

講
演「
看
護
研
究
の
実
践
へ
の
還
元
」で
は
、講

演
者
・
川
村
佐
和
子
先
生
（
聖
隷
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
大
学
大
学
院
）
と
と
も
に
、
先
述
し
た

思
い
を
現
実
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
考
え
る
場
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
口
頭
44
、
示
説
70
の
計
1
1
4

演
題
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
松
田
晋
哉
先

生
（
産
業
医
科
大
学
）
に
よ
る
教
育
講
演
「
医

療
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
が
示
す
訪
問
看
護
の
実
績
」

の
よ
う
に
、
在
宅
看
護
の
立
ち
位
置
や
向
か
う

先
を
展
望
す
る
機
会
に
な
る
演
題
も
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　
日
本
は
世
界
に
類
を
見
な
い
超
高
齢
社
会
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
在
宅
看
護
の
射

程
は
訪
問
だ
け
で
な
く
、
療
養
通
所
介
護
や
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
共
生
型
サ
ー

ビ
ス
に
広
が
り
、
対
象
者
も
ま
た
広
範
囲
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
は
、「
現
場
発

想
」
の
看
護
研
究
、
つ
ま
り
地
域
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
看
護
研
究
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
一
歩
、
考
え
を
推
し
進
め
る
た
め
に
も
、

在
宅
看
護
に
関
わ
る
皆
さ
ん
の
来
静
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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！
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研
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第
8
回
日
本
在
宅
看
護
学
会

学
術
集
会
を
開
催
し
ま
す

第
８
回
日
本
在
宅
看
護
学
会
学
術
集
会
会
長

静
岡
県
立
大
学
看
護
学
部
教
授

冨
安
眞
理

日時　12月8日（土）・9日（日）
会場　静岡県立大学小鹿キャンパス（静岡県静岡市）
プログラム
会長講演�「療養生活のクオリティを支える実践・教育・研究」冨安

眞理（静岡県立大学看護学部）
基調講演�「看護研究の実践への還元」川村佐和子（聖隷クリスト

ファー大学大学院）
シンポジウム1�「地域包括ケアシステム再考―在宅看護の現場

から」雨師みよ子（大阪府訪問看護ステーション協
会）、小松洋子（奈良県訪問看護ステーション協議
会）、岡慎一郎（静岡県医師会）

シンポジウム2�「実践と研究のコラボレーション―在宅看護の未
来を拓く」須藤久美子（飯塚病院）、原口道子（東
京都医学総合研究所）、渡邊千登世（神奈川県立
大学保健福祉学部看護学科）

パネルディスカッション1�「訪問看護におけるキャリアラダー」駒井和
子（滋賀県訪問看護ステーション連絡協
議会）、今野好江（北海道訪問看護ステー
ション連絡協議会）、椎名美恵子（東京
都訪問看護ステーション協会）

パネルディスカッション2�「地域で育てる！　新卒訪問看護師の人
材育成」平尾佳奈（鳥取県看護協会訪問
看護ステーション）、並木奈緒美（ゆうき訪
問看護ステーション）、山田雅子（聖路加
国際大学大学院）

パネルディスカッション3�「地域のみらいをつくる共生型サービス」
寺田悦子（株式会社円グループ）、戸崎
亜紀子（星総合病院在宅事業部）、吉田
靖子（あさがお訪問看護ステーション）

教育講演1�「ビッグデータから考える在宅看護の現状と課題」松田
晋哉（産業医科大学医学部公衆衛生学教室）

教育講演2�「看護研究の成果を政策へつなぐ」福井小紀子（大阪
大学医学部保健学科）

教育セミナー1�「学会読への論文投稿の準備と査読への対応」清
水準一（東京医療保健大学千葉看護学部）

教育セミナー2�「看護研究における倫理」西田幸典（昭和大学保
健医療学部医事法学）

交流集会�「慢性疲労症候群の患者の在宅ケアについて」「在宅看
護実習に特有な学生のつまずきに着目した教育を考える」

「在宅療養者の緊急事態に対応する訪問看護と救急看
護の看看連携の実態調査結果からの意見交換」「難病
をもつ人への継続看護について考える（日本専門看護師
協議会地域・在宅看護領域企画）」「災害時にも機能す
る地域包括ケアを考える―訪問看護ステーション・地
域医療機関や行政と共に」「訪問看護とリハビリテーション
のより良い連携―明日から使える 3 つのポイント」「在
宅療養をしている子どもと家族の意思決定を支援する」

学会企画研修セミナー�「看護基礎教育検討会を踏まえた在宅看護
の今後と現場に及ぼす影響」山田雅子（聖
路加国際大学大学院）

参加費　 会員9000円、非会員1万円、大学院生3000円、学
部学生1000円（いずれも当日登録の場合）

　　　　※ 学部学生・大学院生は当日、受付にて学生証を提示

問第8回日本在宅看護学会学術集会事務局
〒422—8021静岡県静岡市駿河区小鹿2—2—1
静岡県立大学看護学部　冨安研究室内

zaitaku8@u—shizuoka—ken.ac.jp

第8回日本在宅看護学会学術集会
看護研究を実践に活かそう―実践・教育・研究のコラボレーション
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